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１．土砂災害とは？
• 土砂災害は大雨や長雨、地震によって引き起こされます。

• 土砂災害には、大きく分けて、土石流、がけ崩れ、地すべりの
3種類があります。

土石流 がけ崩れ 地すべり

出典：土砂災害防止広報センター 出典：中越地震と土砂災害（新潟県土木部） 出典：土砂災害防止広報センター

・松田町は土砂災害（土石流、がけ崩れ）の危険性が高い地域です。

Cf：土砂災害警戒区域58箇所（H26年12月指定） 急傾斜地崩壊危険個所：18か所（平成15年3月調査）



１．土砂災害とは？

•土石流は岩や土砂が濁流となって流下する現象です。

•建物に大きな被害を及ぼす恐れがあります。

土石流

出典：土砂災害防止広報センター 出典：土砂災害防止広報センター

H26年に広島県で発生した土砂災害



１．土砂災害とは？
H26年 広島土砂災害の例

出典：NHKホームページより



２．土砂災害の特徴

•土砂災害が発生する前

には前兆現象がみられ

ることが多い。

•どこの沢や斜面で起こる

かなど、正確に予測する

ことは難しい。

•同時多発的に起こる場合

がある。

前兆現象の種類

前兆現象には以下のような種類があります



３．土砂災害から身を守るために
土砂災害の危険性が高い箇所

・土砂災害は神奈川県が公表している土砂災害警戒区域や急傾斜地崩壊危険個所で発生す
る可能性が高い。

・ハザードマップには土石流→土砂災害警戒区域等、がけ崩れ→急傾斜地崩壊危険個所を表

示しています。急傾斜地は、土砂災害警戒区域（急傾斜地）の指定に向けて、県により詳細な
調査中です。

※急傾斜地崩壊危険個所は机上調査を基にし
ています。

マップへの記載



３．土砂災害から身を守るために

急傾斜地崩壊危険個所について

知っておきたいこと

・自宅近くの警戒区域や危険個所を事前に確認しておく。

・土砂災害警戒区域や急傾斜地崩壊危険箇所以外でも、土砂
災害が発生する恐れがある。

・がけ崩れは「土砂災害警戒区域」指定のための調査を実施中。

・急傾斜地（がけ崩れ）については、現在、神奈川県により土砂
災害警戒区域の指定に向けた基礎調査を実施しています。
マップ上に示された急傾斜地崩壊危険個所以外にも、がけ崩
れの生じやすい場所があると考えられます。

Cf：土砂災害警戒区域（急傾斜地の崩壊）の指定基準の一例
高さが5m、斜度30°以上の斜面で、急傾斜地の崩壊等が発生した場合
に住民等の生命または身体に危険が生ずる恐れのあると認められる土地
の区域



３．土砂災害から身を守るために
気象情報・土砂災害警戒情報の入手先

・気象庁や神奈川県のホームページから雨量や川の水位情報、土砂災害警戒情報
などを入手できる
・神奈川県の土砂災害情報システムでは雨量・水位情報や土砂災害警戒情報など
を一つのページでみることができる

ホームページ

松田町安心メール フリーダイヤル
騒音などで防災行政無線が聞き取れなかった
場合、フリーダイヤルでお知らせします。



３．土砂災害から身を守るために
土砂災害警戒情報の発表基準

・大雨による土砂災害発生の危険性が高まった時に発令されます。
・土壌雨量指数と60分間積算雨量をもとに、2時間後に基準を超過することが予測される場
合に、発令されます。
・松田町が避難勧告を発令する基準となります。

発表基準 土砂災害警戒判定メッシュ

出典：気象庁ホームページ出典：気象庁ホームページ



３．土砂災害から身を守るために
土砂災害情報システム

神奈川県土砂災害情報システムで確認できる内容

土砂災害警戒区域
土砂災害特別警戒区域

急傾斜地崩
壊危険個所

水位情報

雨量情報（1時間前、1時間後の雨量など）

土砂災害警戒情報の他、気象情報、川の水位情報など
を一括してみることができるポータルサイトです。

土砂災害警戒情報の発表
基準となるスネークライン

川音川、酒匂
川の水位情報
も見ることがで
きます。



• 防災行政無線やテレビ、ラジオ、ホームページなどから積極的に
情報を収集してください。

• 自宅周辺の様子に注意してください。

• 前兆現象を確認したら自治会長や近所に連絡して避難を開始して
ください。

• 町役場への連絡も忘れずに行ってください。

３．土砂災害から身を守るために

降雨時の対応



３．土砂災害から身を守るために
早め・適切な場所への避難

・前兆現象を見たり聞いたりしたら避難を開始してください。
・土砂災害警戒情報が発令されたら、即避難を開始してください。
・大事なものを忘れても、取りに戻るのは危険です。避難したら安全が確認されるまで、自宅
に戻るのは避けてください。
・近くの避難所が警戒区域内にある場合は、早めに指定された避難所に避難してください。
・避難が遅れてしまった場合は、自宅の2階の斜面の反対側や近くの安全な建物に避難して
ください。

マップへの記載

・マップに白地で示された避難所や広域避難場所は、警戒区域内に位置すること
を意味しています。



３．土砂災害から身を守るために
早め・適切な場所への避難

・家族や地域で事前に話し合い、土砂災害が発生したときに避難する一時
避難場所、避難所等をあらかじめ記入しておきましょう。
・一時避難場所は必ずしも、避難所や広域避難場所である必要ありませ
ん。付近の空き地や安全な建物などを記入しておきましょう。

警戒区域内に避難所がある地区 警戒区域内に避難所がない地区



３．土砂災害から身を守るために
早め・適切な場所への避難

いざという時の避難

知っておきたいこと

・土砂災害は早めの避難が必要

・家族や地域で事前に話し合い、土砂災害が発生したときに避難する一

時避難場所、避難路、避難所等をあらかじめ決めておく

・土石流に遭遇した場合、土石流から直角方向に逃げる

・もし逃げ遅れたら、建物の2階の斜面と反対側に退避する

もし逃げ遅れたら？（垂直避難）



３．土砂災害から身を守るために
避難場所や避難経路の確認

非常持出品の用意

・避難場所や避難の道順など、日頃か
ら地域の皆さんで確認しておきましょう。

・地域の防災訓練に参加すると、避難
経路や避難場所が体験・確認できま
す。年に1度は参加しましょう。

・食料や飲料水、懐中電灯やラジオな
どの非常用品や、非常時に持ち出す貴
重品はまとめておきましょう。

避難路の確認

荷物は最低限で

知っておきたいこと

・事前に避難場所や避難経路を確認することは、災害時の確実な避難

につながる

・非常持出品は最低限のものにする



３．土砂災害から身を守るために
避難のポイント

事前の準備

ハザードマップの活用

自分たちの命は自分たちで守る！

災害に備えて事前に準備しておくことが大切！

・ハザードマップを活用し、災害時の危険箇所や避難所等、避難路を確認する

勤務先、通学先での確認・準備

・勤務先や通学先など、頻繁に通う場所でも、避難所等や避難ルートを確認しておく

連絡先を決めておく

・災害用伝言ダイヤルや災害用伝言板などを有効に活用し、いざという時の連絡
方法をあらかじめ家族で決めておく

災害時に有効な連絡手段

災害用伝言ダイヤル 171 災害用伝言板 災害用音声お届けサービス

・災害用伝言ダイヤルは、災害時
に音声発信がつながりにくいとき、
伝言を録音し、家族などが電源を
再生できるサービスです。

・災害用伝言板は、災害時に音声
発信がつながらないとき、携帯電話
やバソコンなどから「無事です」など
の安否情報を伝達できるサービス
です。

・災害用音声お届けサービズは、
携帯電話などから、音声通信に代
わってパケット通信により音声サー
ビスを届ける災害時専用のサービ
スです。



３．土砂災害から身を守るために
地震時の対応
・地震による土砂災害は予測が難しいが、警戒区域や危険個所で起きる可能性が
高い
・自宅にいる場合は、建物の2階のがけの反対側に退避するなど、身を守る努力を
する。
・絶対にがけや沢に近づかず、安全な場所へ避難する。

マップ（学習面）への記載

知っておきたいこと

・地震後の大雨により土砂災害が発生する可能性があるため、たとえ、地震で無事で
あったとしても、避難を続ける。

・地震後の大雨に注意！

・地震の揺れと被害想定

・東日本大震災と土砂災害

・関東大震災時の伊勢原市の事例
cf：地震後に土石流が発生したが、安全
なところに避難していたため、犠牲者
は1人にとどまった。

・震度5以上で土砂災害の危険性が高まる

・東日本大震災では津波による被害だけ
でなく、内陸部では土砂災害も数多く発
生している。



土砂災害ハザードマップは地区ごとに7種類あり、裏面に学習情報を掲載しています
・松田地区（4図郭）
→かなん沢・中里・城山地区
河内・中丸・中央・仲町・新松田・谷戸・中沢・沢尻・谷津・宮前・仲町屋地区
茶屋・神山地区
町屋・店屋場地区

・寄地区（3図郭）
→中山・土佐原・宇津茂・大寺地区
→弥勒寺・宮地・虫沢田代地区
→萱沼・湯の沢地区

４．土砂災害ハザードマップについて
土砂災害ハザードマップの種類

土砂災害ハザードマップに記載する内容

・土砂災害警戒区域（土石流）の位置
・急傾斜地崩壊危険個所（がけ崩れ）の位置
・避難所の位置
・要援護者施設の位置
・活断層の位置（松田地区）
・救急指定病院
・避難情報などの学習情報（裏面）



松田地区（4種類）

寄地区（3種類）

ハザードマップ地図面

地区ごとと地区全域（松田地区、寄地区）の2図郭を1枚に表示しました。



ハザードマップ地図面

土砂災害警戒区域等（土石流）・急傾斜地崩壊危険個所の概要

警戒区域・危険個所以外でも

土砂災害の可能性がある旨
の説明書き



ハザードマップ地図面

凡例（寄地区）凡例（松田地区）



ハザードマップ地図面

広域避難場所（警戒区域内）

・避難所・広域避難場所
・警戒区域内の避難所、警戒区域内の広域避難場所
（白地で表示）

避難所

避難所（警戒区域内）

広域避難場所



ハザードマップ地図面

白地で示された避難所・広域避難場所について
（警戒区域内の避難所がある地区）

土砂災害から身を守るために
（警戒区域内の避難所がない地区）

・家族や地域で事前に話し合い、土砂災害が発生したときに避難する一時
避難場所、避難所等をあらかじめ記入しておきましょう。
・一時避難場所は必ずしも、避難所や広域避難場所である必要ありませ

ん。付近の空き地や安全な建物など一時的に避難できる場所を記入して
おきましょう。

土砂災害時に利用できない
避難所を記載



ハザードマップ地図面

要援護者施設・町役場・出張所・病院

要援護者施設

寄出張所

松田町役場

足柄上病院



ハザードマップ地図面

避難所・広域避難場所・要援護者施設リスト

名 称 住 所マップと対
応する番号

土砂災害

時に利用で
きない広域
避難場所を
記載



ハザードマップ地図面

「神縄・国府津-松田断層帯」（松田地区のみ）

活断層

活断層

プレートによる地震と活断層
による地震の違いを解説



４．土砂災害ハザードマップについて

土砂災害ハザードマップ（学習面）に記載する内容

・土砂災害ハザードマップとは？
・土砂災害の種類
・土砂災害の発生原因
・土砂災害の前兆現象
・土砂災害警戒情報
・避難情報の種類と伝達経路
・インターネットによる情報収集
・松田町あんしんメール
・避難時の注意点
・地震による土砂災害



ハザードマップ学習面







洪水ハザードマップに記載する内容

・ハザードマップについて（説明文）
・ハザードマップの使い方
・避難情報の基準
・酒匂川・川音川浸水想定区域・凡例
・浸水深の目安
・避難所等（避難所、広域避難場所、要援護者施設）
・土砂災害警戒区域等、急傾斜地崩壊危険個所の範囲
・土砂災害警戒区域等、急傾斜地崩壊危険個所の概要
・町役場、県立足柄上病院

５．洪水ハザードマップについて





川の水位情報に気を配る

・松田町では酒匂川、川音川の水位にもとづき、避難勧告が発表さ
れます。

・避難を判断する上で重要なのは、川の水位や上流部の雨量の情
報です。

・水害の発生が予想されると、町から避難準備情報や避難勧告、避
難指示などの情報が発表されますが、積極的に川の水位や雨量
の情報を収集し、早めの避難をしてください。

６．洪水から身を守るために



神奈川県水位雨量情報

６．洪水から身を守るために

川の水位や雨量などの情報を見ることができます。



７．ハザードマップの活用
•自宅周辺の警戒区域、危険個所や浸水想定区域と
避難所の確認

•避難所以外の緊急の避難所を考える

•家族で避難方法や連絡先を決めておく

•玄関や居間、台所などいつでも目に付くところに貼り、
活用する


